
世界アルツハイマーデー（9月 21 日）をご存じですか！？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：公益社団法人認知症の人と家族の会 世界アルツハイマー月間 2023 バナー） 

 

世界アルツハイマーデーとは 

世界アルツハイマーデー（9月 21日）は、認知症への理解をすすめ、本人

や家族への施策の充実を目的に 1994 年に国際アルツハイマー病協会（ADI）

と世界保健機関（WHO）によって制定されました。また 9月を世界アルツハイ

マー月間として世界各国で啓発活動が行われています。 

 

なぜ 9 月 21日なの？ 

 1994年 9月 21日、スコットランドのエジンバラで第 10回国際アルツハ

イマー病協会国際会議が開催されました。会議の初日であるこの日が「世

界アルツハイマーデー」と宣言されています。 

 

9 月は認知症月間 

日本においても、今年 6 月に「共生社会の実現を推進するための認知症

基本法」が成立し、9 月 21 日を「認知症の日」、また 9 月を「認知症月間」として認知症についての関心と理解

を深めるために定められています。 

 

今私たちにできることは？ 

2025 年には、65 歳以上高齢者の 5 人に 1 人が認知症になると見込まれ、その数は 700 万人と推計されていま

す。このような中、皆様の大切な家族や友人、近所の方など、誰にとっても、認知症は身近になってきています。 

今私たちにできることには、誰もが認知症を自分のこととしてとらえること、認知症のある方の立場や生活を

想像してみること、自分たちに何ができるか考えてみることなどがあります。 

認知症があっても安心して暮らせる希望ある薩摩川内市を目指し、まずは一緒に考えることからはじめていた

だけましたら幸いです。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：公益社団法人認知症の人と家族の会 世界アルツハイマー月間 2023 ポスター） 


